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○×半々･･･ 

今学期も残り1週間となり、１

学期を振り返る時期となりまし

た。そんな中、3年ＰＴＡの登下

校指導のアンケートの結果が届き

ました。まとめると、次のような

内容になりました。自分やみんなの様子は、どれにあ

たるか考えてみてください。 

○ 続けてほしい点 

・ みんな良くあいさつしてくれた。横断歩道を渡

ってから車にお礼をしている姿は好感が持てた。 

・ こちらから声をかける機会が多かったが、みん

な元気にあいさつしてくれた。 

・ 信号のない交差点で、一時停止して確認してい

る自転車通学生もいた。 

・ みんな気持ちの良いあいさつを大きな声でして

くれました。 

・ 特に問題なく登下校していた。 

・ あいさつを返してくれる生徒、頭を下げてくれ

る生徒が多かった。 

・ 小学生よりあいさつができ、気持ちよかった。 

・ 元気よくあいさつしてくれる子が多く、とても

気持ちよく下校指導ができた。 

・ 朝のあいさつ、会釈ができていた。 

・ 部活動の終わる時間帯に下校指導した。みんな

交通ルールを守り、笑顔であいさつしてくれた。 

・ 上川内、みんな朝早く登校し、あいさつもでき

ルールも守りよい子たちだと思った。 

× 生徒が改善すべき点 

・ ３人で横並び、車が来ても避けようとしない。 

・ 川内高校近く踏み切りの下校時間、横に２、３

人並んでいるので、踏切付近で車が渋滞した。 

・ 可愛山陵周辺、傘を差して右側、左側の両方を

歩いていたので、車と接触しないか心配だった。 

・ 横並びに歩き、ふざけたりして、車と接触しな

いかヒヤッとする場面があった。 

・ あいさつを返す子がほとんどいない。 

・ 自転車のあごひもをしていない人がいた。（見

つけたら、自転車停止です。） 

・ 森永サイクル前交差点、横断歩道をゆっくり歩

いたり、引き返したりする生徒がいて、左折車に

少し迷惑をかけていた。 

・ 女子が広がって歩いていた。 

・ あいさつをしない子がいたので残念だった。 
 

△ 生徒と保護者が考えてほしい点 

・ 可愛小と北中への送りで、一時的に交通量が

増え、危ないと感じました。 

・ 宮内前セブンイレブン前、駐車場の車が自転

車を配慮しないことが多く、自転車も車に注意

もしていないので、コンビニ前は気を付けるべ

きだと思った。 

・ 登校時、雨が降っていなかったが、親、祖父

母の車から降りてくる生徒が多く驚いた。 

・ 車が一時停止線で止まる人が少ない。 

・ ＣＯＯＰ前交差点、夕方交通量が多いので、

横断時に左右確認した方が良いと思った。 

・ あいさつは返してくれたけど、声が小さいか

なあと思いました。 

・ 雨の日でしたが、スピードを

出している車が多く、巻き込ま

れたらと思うと怖くなった。 

・ 中にはこちらがあいさつして

も反応がない子もいた。頭を下

げるぐらいできないかなあと、

モヤモヤしました。 

 ○と×の意見を数えると、ほぼ半々でした。毎朝の

登校指導での私の印象では○の方なのですが、保護者

が登下校指導で立たれた場所を通る生徒は違うので、

出されたご意見が生徒の実態を表しているのではない

かと思います。 

そこで、生徒の皆さんに考えてほしいことは、自分

一人の行動は自分一人だけのものではないということ

です。「1見て10言う」と言われるように、人は自分

の目にしたことで、全てを判断しがちです。一人の良

くない行動を見て「北中生はだめだ」と言われるの

か、逆に良い行動を見て「北中生は素晴らしい」と言

われるのかのどちらかです。要は、生徒一人一人が

「北中の看板を背負っているんだ」という自覚と誇り

をもって行動できるかどうかで

す。このことは、社会に出ても

同様です。東京ディズニーラン

ドのように評価の高い会社ほ

ど、一人一人が自分の仕事にプ

ライドを持って取り組んでいる

ものです。皆さんの母校になる川内北中が、地域に愛

される学校になっていくかどうかは、在校生がどんな

歴史を積み上げていくかによります。夏休み前の残り

1週間、○×△の記述を読み返し、どう行動すれば良

いか気付き、考え、行動してほしいものです。 

水遊びしたいシーズンですが、水難事故には要注意。 



地区水泳大会の結果 
 先月の26日（水）、薩摩川内市民プールにて川薩・

出水地区の合同水泳大会が開催され、本校の水泳部が参

加しました。県総体の前哨戦となる本大会、あいにくの

雨模様となりましたが、雷が鳴ることなく無事終えるこ

とができました。 

 
 大会結果は、次の通りです。 

○ 団体の部  男子総合３位 

○ 個人の部  

男子200ｍフリーＲ３位 中山，児浦，井龍，島村 

男子200ｍメドレーＲ３位 中山，安永，児浦，島村 

女子100ｍ平泳ぎ２位 外園 千桜 

男子100ｍ背泳ぎ３位 井龍 広喜 

女子50ｍ自由形３位 峯元 麻莉  

男子100ｍ背泳ぎ１位 中山 結惺 

男子50ｍ背泳ぎ１位（大会新） 中山 結惺 
 今月 22日・23日が県総体の水泳部、残り10日余り

最終調整し、自己ベストを狙え！ 

2年 職業講話 
 先日の10日（水）、

薩摩川内市企業連携協

議会のご協力の下、6

人の講師をお招きし、2

年生を対象とした職業

講話を実施しました。

今回お越しいただいた

のは、次の方々です。 

・薩摩川内市観光物産協会 内山 貴弘 マネージャー 

・(株)ＥＮＳＨＡＲＥ(出版業) 谷平 英之 代表取締役 

・びっぐすまいる(訪問看護) 柳田 千草 管理者 

・(株)セイカスポーツ 松岡 泰信 セクションリーダー 

・ＪＡＣＫＪＡＣＫ ＨＡＩＲ(美容師) 笠野 史博 代表 

・すわこども園 帯田 英児 園長 

生徒は２時間に渡り、希望した２つの講話を聞きまし

た。仕事内容だけではなく、働く意義や仕事上の喜びや

苦労など、参考になったのではないでしょうか。今回の

学習は３年の職場体験学習や、最終的には生徒個々の職

業選択につながります。世の中は支え合って成り立って

いますので、社会の一員として一役を担い一隅を照らす

人に成長していってほしいと願います。 

1年地域体験学習 
今月４日(木)、1年生の地域体験学習を実施し、学級

ごとに職業系の私立高校見学と、鹿児島市内の街歩き

（路面電車を使った修学旅行の事前学習）を体験しまし

た。今回ご協力い

ただいた高校は、

鹿児島実業高校、

鹿児島情報高校、

鹿児島城西高校、

神村学園高等部で

す。初めて目にす

る高校の施設や授業の様子は、新鮮だったのではないで

しょうか。自分の進路に向け意識を高めると共に、学習

に向かう意欲向上につながってくれたのではないかと思

います。また、暑い中でしたが、街歩きも説明をよく聞

き、大きなトラブルもなかったようです。２学期には学

年全体で動く集団宿泊学習も控えています。２９４名の

大集団としてどう行動すべきか、日々の学校生活で積み

上げていってほしいと思います。 

第２回学校運営協議会 
 今月３日

(水)、第２回

学校運営協議

会を実施し、

授業参観の

後、学校の現

状について説

明し、協議の場を持ちました。評議員の皆様５名全

員が参加くださり、次のようなご意見をいただきま

したので、今後の学校経営に生かして参ります。 

・ 授業の様子を見て、子供が生き生きと素直にや

っている印象を受けた。 

・ タブレットをいろんな授業で活用したり、楽し

そうに授業を受けていたりした。自分たちもそん

な授業を受けたかった。 

・ 美術作品など掲示物が充実していて、昨年より

環境が整っていると感じた。 

・ 自転車のルールも道路交通法の改正により厳し

くなるので、中学校の間にマナーを身につけた方

が良いと思う。 

・ つらいことや嫌なことから保護者が子供を守る

のではなく、子供と一緒に乗り越えることが大事

だと思う。 

ご 連 絡 
 学校評価の要望に、雨靴や日傘の利用を認めてほし

いとの記述がありましたが、既に認め利用している生

徒もいます。ただし、日傘を利用する際は横に広がら

ないで登校させてください。当然、帽子もＯＫです。 

親子で学年に応じた進路や学習の会話をしよう。 


